
和歌山市布引地域周辺で生産される「わかや
ま布引だいこん」が出荷本番を迎えています。

「わかやま布引だいこん」は、2021年５月に和
歌山県の農産物として初めて地理的表示（GI）
※に登録されました。

※地理的表示（GI）保護制度

伝統的な生産方法や気候・風土・土壌などの生
産地等の特性が、品質等の特性に結びついて
いる産品の名称を知的財産として登録し、保護
する制度

◆◆ 主な内容 ◆◆

トピックス
●『食から日本を考える。NIPPON FOOD

SHIFT FES in 大阪』を開催！
～Z世代が「食」から社会を考え、生き方
を考える～

インフォメーション
●「野菜を食べようプロジェクト」ロゴマー
クの決定について

●統計情報
・2020年農林業センサスミニ分析
・作物統計調査令和3年産水稲の収穫
量（近畿）

●特集 インボイス制度

近畿農政局 企画調整室

情報新鮮 ｍini

←農林水産省公式ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ、ﾂｲｯﾀｰ及びYouTubeは、近畿農政局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからもアクセスできます。

新鮮mini情報のバックナンバーは、「近畿農政局 ミニ情報」で検索できます。
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トピックス

『食から日本を考える。NIPPON FOOD SHIFT FES in 大阪』を開催！
～Z世代が「食」から社会を考え、生き方を考える～

詳細は下記ウェブサイトをご覧ください。
https://nippon-food-shift.maff.go.jp/fes/osaka

https://nippon-food-shift.maff.go.jp/fes/osaka


農政局からの 　農政局からの 　
お知らせ　お知らせ　

農政局からの 　
お知らせ　

インフォメーション

mini 情報 2022.1

◆作物統計調査令和3年産水稲の収穫量（近畿）

◆「野菜を食べようプロジェクト」ロゴマー
クの決定について

農林水産省では、野菜出荷量が増加し、野菜価格が
低下した際の対策として、令和2年12月に「野菜を食べ

ようプロジェクト」を立ち上げ、国産野菜の利用促進の
取組を進めています。この取組の更なる推進のため、
令和3年10月4日から11月19日までの間、全国から「野
菜を食べようプロジェクト」ロゴマークを募集しました。
この度、ご応募いただいた175作品の中から、「野菜を

食べようプロジェクト」の趣旨にご賛同いただいた野菜
サポーター各社の御意見を伺い、下記ロゴマークを
「野菜を食べようプロジェクト」ロゴマークに決定しまし
た。

ロゴマークの利用

統 計 情 報

詳しくはこちら（近畿農政局ホームページ）
https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/yotei/2021.html#1208

～近畿の収穫量（主食用）は48万1,800t～

【調査結果の概要】

１ 令和3年産水稲の作付面積（子実用）は9万9,300haで、
前年産に比べ2,000ha減少しました。このうち、主食用
作付面積は9万5,700haとなりました。

２ 10a当たり収量は503kgで、前年産に比べ13kg増加しま
した。また、農家等が使用しているふるい目幅ベース
の作況指数は99となりました。

３ この結果、収穫量（子実用）は49万9,700tで、前年産に
比べ3,700t増加しました。このうち、主食用の収穫量は
48万1,800tとなりました。

農林水産省は、野菜サポーター各社と連携し、本ロゴ
マークを活用し、野菜の消費拡大の取組を進めてまい
ります。本ロゴマークは、別添「野菜を食べようプロ

ジェクト」ロゴマーク利用規程に基づき、広報物等に広
く使用することができます。野菜サポーターへの参加を
ご希望の場合は、別添「野菜サポーター制度」実施規
約をご覧いただき、「野菜サポーター」登録申請書に必
要事項を記載の上、下記の提出先E-mailアドレスまで
お送りください。

提出先：iyfv_2021@maff.go.jp

「2020年農林業センサスミニ分析」は、最新の農林業セン

サス結果を用いて近畿農業の変化や特徴をグラフ化し、
簡単な解説を加えたものです。

第1回 近畿における農業経営体の規模拡大の状況では、

農業経営体数及び経営耕地面積の推移、経営耕地面積
規模別経営体数の増減、経営耕地面積規模別面積の集
積割合、大規模農業経営体の経営耕地面積の集積割合
（市町村別マップ）などを掲載しています。

「2020年農林業センサスミニ分析」は、第2回以降、随時、
掲載いたします。

詳しくはこちら（近畿農政局ホームページ）
https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/mini/2020.html

（参考）「野菜を食べようプロジェクト」ホームページ
URL：https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/yasai/2ibent.html

「野菜サポーター」登録申請書ほか詳しくはこちら
（農林水産省ホームページ）
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/ryutu/211215.html

近畿アグリレター（メールマガジン）

農と食の情報を素早くキャッチ！
メルマガ登録は以下のＵＲＬから
https://www.maff.go.jp/kinki/pr/mmg/index.html

◆2020年農林業センサスミニ分析

https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/yotei/2021.html#1208
https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/toukeikikaku/mini/2020.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/yasai/2ibent.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/ryutu/211215.html


農林水産省近畿農政局
企 画 調 整 室

滋 賀 県 拠 点

京 都 府 拠 点

大 阪 府 拠 点

兵 庫 県 拠 点

奈 良 県 拠 点

和歌山県拠点

TEL(075)451-9161 FAX(075)414-9060

TEL(077)522-4261   FAX(077)523-1824

TEL(075)414-9015   FAX(075)414-9057

TEL(06)6943-9691   FAX(06)6943-9699

TEL(078)331-9941   FAX(078)331-5177

TEL(0742)32-1870   FAX(0742)36-2985

TEL(073)436-3831   FAX(073)436-0914

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒520-0044 大津市京町3-1-1 大津びわ湖合同庁舎6Ｆ

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒540-0008 大阪市中央区大手前1-5-44 大阪合同庁舎1号館6Ｆ

〒650-0024 神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎4Ｆ

〒630-8113 奈良市法蓮町387 奈良第3地方合同庁舎

〒640-8143 和歌山市二番丁3 和歌山地方合同庁舎

インフォメーション

◇特集インボイス制度（国税庁ホームページ）
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice.htm
◇オンライン説明会のご案内（国税庁ホームページ）
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice_setsumeikai.htm

◇You Tube国税庁動画チャンネル
https://www.youtube.com/playlist?list=PLu9kixYOfBRIQFM6xcSFzcGmx_jc031qc

令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式としてインボイス制度が開始

されます。適格請求書（インボイス）を発行できるのは、「適格請求書発行事業者」に
限られ、この「適格請求書発行事業者」になるためには、登録申請書を提出し、登録

を受ける必要があります。

令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式としてインボイス

制度が開始されます。適格請求書（インボイス）を発行できるのは、「適

格請求書発行事業者」に限られ、この「適格請求書発行事業者」になる

ためには、登録申請書を提出し、登録を受ける必要があります。


